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Ⅰ．研究の背景、目的 

 

１．事業の概要 

 平成 15年 4月に 2市 2町が合併して誕生し

た山口県周南市に本社・工場を置く赤坂印刷

株式会社（赤坂善通社長）は、昭和 28 年に

旧徳山市新町で創業した。その後、事業の拡

大により、旧徳山市梅園町、旧徳山市西松原

へ新工場を建設した。営業面でも大阪、東京、

福岡、名古屋に拠点を構えるなど、基盤の強

化に努めてきた。更に平成 6 年には、印刷品

質の更なる向上と従業員がいつまでも安全か

つ安心して働けることを目的に、完全バリア

フリーの新工場を現在地に建設した。 

 事業内容は、事務用印刷物を中心とした山

口県を代表する印刷会社の一つである。現在

従業員数は 132 人で、そのうち 55 歳以上の

高齢者は 19 人（14.4％）を占め、60 歳以上

は 10 人（7.6％）となっている。 

 こうした社業の発展と従業員福祉に尽力し

てきた赤坂社長は、「21 世紀に生き残る未来

型企業であるために」を企業ビジョンに掲げ、

「お客様第一主義」をモットーに、企画から

製本に至る各工程において、気配り・目配り・

心配りを実践している。それに加え、印刷業

界に押し寄せる時代のニーズを先取りすべく、

先端技術と最新鋭設備を導入し、高品質・短

納期・コストダウンに積極的に取り組んでき

た。 

 また、常に時代の一歩先を目指す社風から、

平成 13 年には品質に関する国際規格である

「ISO9001」へ登録、平成 16 年に環境に関す

る国際規格「ISO14001」の認証を取得し登録

した。そして、社会的話題となっている個人

情報保護に対応するための社内体制の整備を

行い、平成 18 年には「プライバシーマーク」

を取得した。 

 

２．高齢者雇用状況 

バブル経済期のピークだった平成 9 年に、

7 兆 5 千億円の製造品出荷額を記録した印刷

業界は、成熟期へと移行する中で、ＩＴ化の

進展と価格破壊の中で過酷な淘汰が起こり、

従業員の雇用への影響も与えている。また、

社会全体の高齢化も着実に進み、山口県の高

齢化の割合は、総人口 1,512 千人に対し、65

歳以上人口は 362 千人で、高齢化比率は

24.0％と全国で５位となっている。（出典：総

務庁統計局「推計人口」平成 15、名年 10 月

１日現在）こうした外部環境の変化は赤坂印

刷にとっても例外ではなく、競争力確保の面

から従来以上に知識と技術、そして人間力の

向上が求められている。 

当社の人員構成は、44 歳以下が全体の 70％

と比較的平均年齢は低いものの、ここ 1～2 

年で数名が定年を迎えることから、高齢者が

安心して働ける職場の確保が課題となってい

る。また、新規採用に関して、永年高卒者の

新規採用を見合わせてきた周南地区のコンビ

ナート企業が揃って採用を復活し、中小企業

は労働力の確保に大きな不安を感じる状況と

なった。だからというわけではないが、豊富

な知識と経験をベースに一層の戦力化を図る

ことが重要な課題となっていることはいうま

でもない。 

 特に、赤坂社長の人生の先輩である高齢者

に対する思いは強く、「創業時の大変な時期に、

毎日徹夜してがんばってくれた諸先輩の貢献

があって、今の赤坂印刷がある。高齢者を粗

末に扱うような姿勢は許さない。高齢者にあ

った仕事を提供するのが企業の責務」と語る。 

 

３．研究の背景、課題 

 印刷業界はＩＴ化の進展と価格破壊の中で

過酷な淘汰が起こり、従業員の雇用へも影響

を与えている。こうした厳しい経営環境の中

で、当社では業務の中で印刷機や紙、インキ

の特性まで知り尽くした社員一人ひとりの技

を、社員に働く意志がある限り、大切にして

いきたいと考えている。  
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現在のように環境変化が激しい中、企業と

して存続・発展していくためには、常に新技

術を開発、導入し生産性を高めていく必要が

ある。しかしながら、新規事業や新設備への

対応において、加齢による視力の衰え等から、

自信をなくし高齢者が積極性に欠けることが

ある。 

高齢となっても常に職場の仲間から信頼

され、頼りにされる存在となるため、高齢社

員の存在意義の向上を図るとともに視力衰退

等のハンディを克服し、生涯現役を実践でき

るシステムの構築が必要である。当社では人

事考課制度は導入しているものの、能力開発

体系は整備されておらず、生涯現役を実現す

るために体系的かつ継続的な能力開発や教育

訓練体系の整備が課題となっている。 

印刷機はコンピュータの固まりといって

も過言ではなく、生産性の向上には、パソコ

ンやキーボードの操作を正確かつ迅速に行う

必要がある。これはパソコンに不慣れな高齢

社員にとっては、精神的なプレッシャーとな

っている。また、印刷技術の進展から以前の

ような専門職よりも、幅広い仕事を迅速にこ

なし柔軟性のある多能工化が求められている。

こうした傾向は、加齢とともに判断力や記憶

力、俊敏性が劣ってくることから高齢者にと

っては、 ＩＴへの対応と共に大きなハンディ

キャップとなっている。こうした状況を踏ま

え、印刷工程や在庫管理等で、高齢者にとっ

て負担が少なく正確に作業ができ、生産性の

向上が図れるような作業の標準化やハード面

の改善が課題となっている。 

 

４．研究のテーマ・目的 

（１） 職域拡大に関する研究 

・ 作業の標準化および職域拡大の推進 

・ 意識改革と継続的な能力開発制度の確立 

（２） ＩＣタグを使った工程管理、健康管理に関

する研究 

・ ＩＣタグを使った工程管理 

・ ＩＣタグを使った健康管理 

（３） 共同研究の実施により想定される高齢者

雇用に関する前進面 

イ．ソフト面 

高齢者が作業の標準化により年齢に関わ

りなく働ける職場が実現できる。また、今後

5 年の間に 60歳代が今より 9人増え 18 名に

なるが、これらの高齢者が仕事に自信を持ち

意欲的に業務に参加し、就業の意義・喜びを

感じ、生涯現役で働ける職場の創出が図れる。 
ロ．ハード面 

ＩＣタグの導入により、ライン上での一瞬

の判断力、パソコン入力や材料や在庫検索な

ど俊敏性が要求される作業への対応が大幅に

軽減され、高齢者の職域拡大が図れるととも

に高齢者の雇用の安定を図ることができる。

また、先端技術である IC タグを活用し、高

齢者の心理的・肉体的負荷の軽減を図り、高

齢者に優しい職場作りを目指すものとして他

社の参考になると考える。 
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Ⅱ．研究の内容と結果 

１．現状調査・分析 

高齢者の健康状態の把握および職務分析の

基礎資料収集を目的に、赤坂印刷の全従業員を

対象に「生涯現役職場作り調査」を実施した。 
（１）調査概要 

調査票配布   ：平成 18 年 7 月下旬 

調査票回収   ：平成 18 年 8 月初旬 

調査票結果分析 ：平成 18 年 8 月下旬 

配布及び回収状況：配布 163 枚、回収 152 枚、

回収率 93.3％ 

 

２．問題点と改善の指針 

（１）「生涯現役職場作り調査」で明らかと

なった課題 
・ 長時間勤務が常態化している。 

・ 情報伝達やコミュニケーションが十分でない。 

・ 賃金や評価制度に対する理解度が十分でな

い。 

（２） 課題解決の方向性 

・ ＩＣタグを活用した工程管理の推進（作

業ミスの削減） 

・ 作業の標準化、多能工化の推進、高齢者

活用による残業の平準化 

・ 意識改革と継続的な能力開発制度の確立

（マイスター制度、印刷塾、やるき応援団

の導入） 

・ 楽しくてやりがいのある職場作りの推進

と管理者のコミュニケーション能力向上

（やりがい職場作りの一環として、職場を

楽しくするアイディア大募集。） 

・ 一人ひとりの健康自己管理の徹底（セル

フメディケーションシステムの導入） 

・ 誕生日の祝電・プレゼント、社内旅行な

ど福利厚生施策の見直し 

・ 賃金、賞与、退職金制度の説明会実施 

・ 自己管理、双方向性確保をベースとした

人事制度の確立 

・ 能力、貢献度を重視した公平な賃金、賞

与制度への移行 

（アンダーラインは、共同研究の取り組み項

目） 

 

 

（３） 目標 

※ＫＧＩ（key goal indicator）、ＫＰＩ（Key Performance Indicator） 
※ＷＧはワーキングチームの略 

 ＫＧＩ（数値目標・成果物） ＫＰＩ（取り組み内容） 

全  体 

積極的な情報公開と職場改善により、明る

く、やりがいのある生涯現役職場づくりを

行い、従業員満足度の向上を推進する 

作業の標準化、多能工化の推進、交替勤務

の導入による残業時間の減少および平準化

職域拡大に関する研究 

① 職業能力体系の構築 

・職務分析と職務要件定義 

・作業の標準化 

② 職業能力開発体系の構築 ・教育・技能評価・人事制度 

・現行継続雇用制度の見直し 
ソフトＷＧ 

③ 意識改革と継続的な能力開発制度の

確立 

・マイスター制度・印刷塾・やる気応 

援団制度の導入 

IC タグを使った工程管理、健康管理に関

する研究 
① IC タグを使った工程管理の実践 

・印刷業に適したＩＣタグの選定と導入 

・ＩＣタグ管理のためのプログラム開発 

ハードＷＧ 
② 損紙の削減 50%、残業の削減 50% 

③ セルフメディケーションシステム研

究および導入 

・新生産管理システムの導入 

・セルフメディケーションシステムの導入

（表Ⅱ２－1）
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３．改善案の策定 

（１）生涯職業能力開発体系の構築 

イ． 構築の目的 

会社として、職場として、どういう能力が

求められているのか、個人として従業員とし

て、どういう能力を身につけなければならな

いかを明確にし、職場においてなくてはなら

ない人材、しいては外部に通用する人材とな

る育成の仕組みをつくる。 
また、企業が求める能力を明文化するこ

とは、社員が有する知識、技能を企業の資

産として蓄積することにつながるので、円

滑な技能伝承やノウハウの蓄積等に対して

も活用が可能となる。また、従業員の能力

開発を目的とした自己申告制や社内の効果

的な労働移動、人材マップについても、生

涯職業能力開発体系と職業能力自己評価の

考えをもって活用できる。 
ロ． 生涯職業能力開発体系構築の進め方 

以下の手順で生涯職業能力開発体系を構

築する。 
① 仕事の明確化 

職務分析により、仕事を洗い出し整理した

後､職業能力体系を構築する。 
② 能力の明確化 

職業能力自己評価等により、現有の能力を

把握する。 
③ 目標の明確化 

職業能力自己評価のデータ、能力開発ニー

ズ等により求められる能力を把握し、今後の

能力開発目標を明確にする。 
④ 能力開発の明確化 

能力開発目標に応じた教育訓練のカリキ

ュラムを策定しながらその目標達成に向けた

職業能力開発体系を構築する。 
⑤ 教育訓練の実施 

職業能力開発体系に基づいて段階的、体系

的に教育訓練を実施する。 
この実施に当たっては、計画 (Plan)→実施

(Do)→評価 (See)→計画→…のマネジメン

ト・サイクルをもって効果的な教育訓練を目

指す。 
⑥ 職務の遂行 

教育訓練実施後の職務の遂行により、習得

した能力を確認する。 
 

ハ． 赤坂印刷における職業能力体系 

① 赤坂印刷職業能力概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（一部省略） 
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                                                   赤坂印刷株式会社 

② 印刷部門作業手順書 
【フォーム印刷】 

作業項目 作業方法 注意すべき事柄 

１．用紙セット 紙質・量の確認をし、用紙設定を行う 
複写紙は上、中、下および発色の確

認をする 

２．色替え インキ壷、ローラー洗浄 
水棒ローラーの汚れを確認し、処置

を図る 

３．版替え 刷版交換と止め版の処置 
ＰＳ版表面のコスレ傷などに注意す

ること 

４．色出し 

インキングの回転で呼出しローラーとイ

ンキ元ローラー接触稼動インキ出しを行

う 

絵柄面積を確認しながら、元ローラ

ー回転幅を大きく、０点ではローラ

ーの地金が出ない様 

５．加工のセット ファイル、ミシン  

６．見当合せ 

① 紙通過でマージナルパンチを合す 

② 印刷の横方向を合す 

③ 印刷の前後を合す 

（凸部のセットを同時進行） （減感､JP

ミシン､No.など） 

・始動前には必ず版面の水ぶき 

・カウンターをゼロにセットし、本

刷までの用紙使用量を計り、最小限

の使用に努め、早い立ち上がりに努

力すること 

７．本刷０Ｋ

シート作成 
Ｗチェック 

 

 【ＴＯＳ印刷】省略 
 

（２）人事制度の確立 
イ． 背景と目的 

年齢に関わりなく働ける職場作りを実現

するためには、高齢者を含めた意識改革と継

続的な能力開発制度が必要である。このため、

職業能力開発体系をベースに、意識改革を目

的に能力開発や教育訓練体系の整備・充実を

図る。 
 

ロ． 実施内容 

 項  目 内    容 

目  的 
人事考課制度を能力開発・発揮の中心に位置付け、生涯現役でやりがいのある職場

作りに向け、シンプル化とオープン化を実施する。 

所管部署 総務部、総務･経理の人事責任者 

実 施 日 平成 19 年 7 月 1日（新年度より） 

実施内容 

・従来の人事考課票を新たに「能力発揮コミュニケーションシート」として見直す。

・事後評価ではなく、事前の徹底した部下と上司の目標に対する合意形成を重視。

・基本的には部下が自己管理できる仕組みとする。 

    ※次ページに帳票類を示す。

（表Ⅱ３－２）

（表Ⅱ３－３） 
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赤坂印刷株式会社                                                    
（３） 赤坂マイスター制度の導入 

イ． 導入の背景と目的 

職務遂行能力に関するアンケート調査結果

では、全体の 7 割が職務遂行能力不足を「感

じている」と回答、能力開発の目標となる人

物や方法が見出せない状況にあることが推察

される。 

こうした状況を踏まえ、仕事に対する溢れ

んばかりの情熱ともに、次代に継承すべき卓

越した技能を保持する者を「赤坂マイスター」

として認定し、生涯現役職場作りのシンボル

とするとともに、職場の活性化と技術の底上

げを目的に「赤坂マイスター」制度を導入す

ることとした。 

ロ． 実施内容 

項  目 内    容 

目  的 
生涯現役職場作りのシンボルとするとともに、職場の活性化と技術の底上げ

を行う。 

認定機関 役員会議で認定およびマイスターに該当しなくなった場合の取消を行う。 

所管部署 総務部、総務･経理の人事責任者 

実 施 日 平成 19 年 7 月 1日（新年度より） 

 マイスター１級 マイスター2級 

全般 仕事に対する溢れんばかりの情熱ともに、次代に継承すべき卓越した技能を

保持する者を営業、製造、総務の各部門から選抜する。 

年齢 65 歳以上 60 歳以上 

経験 35 年以上 30 年以上 

技能 「5」が 5部門以上 「5」が 4部門以上 

認定基準 

 

人事考課 以上 以上 

役    割 
・会社に対する技術面等の提言 

・印刷塾の講師および後輩の指導、育成 

標    記 
組織表および名刺にマイスターとして標記する。 

（現在、マイスター候補者２名をリストアップ） 

期待する効果 

・「マイスター制度」の導入で、高齢者にも大きな目標ができ、生涯現役職場

作りの基礎が確立できた。 

・経験や技術を持つ高齢者を、役職制とは別に「マイスター」として認定す

ることで、技術や経験に対する関心が高まり、高齢者のモラールの維持

と職場の活性化を図る。 

 

 

（表Ⅱ３－６）
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                                                   赤坂印刷株式会社 

（４） 印刷塾の導入 

イ． 導入の背景と目的 

生産性に悪影響を与える諸問題を解決し、

常態化している長時間残業の減少策として、

従業員の意識改革と継続的な能力開発制度の

導入が必要である。 

赤坂印刷では、これまでキャリア形成とい

う形で能力開発を支援してきたが、これをマ

イスターを講師とした「印刷塾」と、職場単

位あるいは任意のチームを中心に問題解決や

研究会を図る活動、あるいは個人の自己啓発

の支援や提案制度を統合した「やる気応援団」

として再編し、これまで以上に積極的に展開

することとした。 

 

ロ． 実施内容 

項 目 内    容 

目 的 
マイスターおよびその道の達人を講師とした、小集団の勉強会（研究会）を開催し、

人的交流を促進することで職場の活性化と知識や技術の底上げを行う。 

所 管 部 署 総務部、総務･経理の人事責任者 

実 施 日 平成 19 年 7 月 1日（新年度より） 

届 出 
所管部署に、責任者、講師、目的、開催日程や内容を記載した「印刷塾開催申請書」

を提出する。 

実 施 内 容 

・時間内および勤務時間外に会社の施設を利用して「印刷塾」を開催する。 

・会社は、勤務時間外の場合は、研修手当を支給するほか、「印刷塾」の運営に必

要な備品や消耗品を無償で提供する。 

現在の状況 

マイスター候補の南、中村氏による印刷塾を開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表Ⅱ３－７）

ベテランのマイスター候補から、マンツーマン

で指導を受ける中堅社員 
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赤坂印刷株式会社                                                    
（５） やる気応援団制度の導入 

イ． 導入の背景と目的 

「ヘ．印刷塾」と同様。 
ロ． 実施内容 

 

項目 内容 

目  的 

チームや個人で、通信教育や研修会参加等の自己啓発や個人としての

提案制度を支援することで、職場の活性化と知識や技術の底上げを行

う。 

所管部署 総務部、総務･経理の人事責任者 

実 施 日 平成 19 年 7 月 1日（新年度より） 

チーム活動 

・所管部署に、責任者、講師、目的、開催日程や内容を記載した「チ

ーム活動開催申請書」を提出する。 

・会社は、「印刷塾」の運営に必要な備品や消耗品を無償で提供する。

自己啓発 

・所管部署に、氏名、名称、開催日程や内容を記載した「自己啓発申

請書」を提出する。 

・会社は、通信教育や研修会参加費用の半額を提供する。 

実施内容 

提案制度 

・職場の改善に関する提案を「提案書」に、氏名、テーマ、提案内容、

投資金額、メリットを金額等で記載し提出する。役員会会で評価し、

賞金等を授与する。 

 

（６） ＩC タグを活用したシステムの導入 

ＩＣタグを貼り付けた生産指示書等を使用す

ることで、視力が落ちた高齢者の文字の読み取

り負担を軽減し、高齢者が苦手とするキーボー

ド入力の減少を図る。また、現在膨大な数のあ

る新旧の残紙管理や台帳管理に活用し、在庫削

減や検索時間の短縮を図る。こうした工程管理

水準のレベルアップは、生産指示から出荷に至

る情報(指示書)とモノ(印刷加工物)の流れを同

期させ生産性を向上するとともに、作業ミスや

損紙の減少による歩留まり向上、残業時間の削

減や健康管理の増進を実現するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表Ⅱ３－８）

（図Ⅱ３－１）
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イ．損紙発生の現状分析 

【オフセットライン】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ＴＯＳライン省略） 

 

ロ．ＩＣタグを活用した新生産管理システムの概

要 

① システムの機能 

・ IC タグを貼り付けた生産指示カードを使

用することで、視力が落ちた高齢者の文字

の読み取り負担を軽減し、高齢者が苦手と

するキーボード入力の減少を図る。 

・ また、現在膨大な数の新旧の残紙管理や

台帳管理に活用し、在庫削減や検索時間

の短縮を図る。 

・ 紙の使用量をカウンターから自動的に生

産管理 D/B に書き込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

色合わせに時間がかかる 人 材料
追い刷りなど経験不足

オペレーターの質向上の余裕がない
機械に不慣れ

技術不足

確認不十分で刷り替え
多条ミシンセットの位置合わせ 指導時間不足

セット時間が係りインクが乳化
ミス

Ａモ用紙は折りにくい
紙を流しながら作業

刷り始めのチェック不足

損紙の測定･管理が確実でない
損紙を出しても罰はない 印刷中、見当が不安定

管理 整備

急ぎの仕事で時間に余裕がない
刷色厳守の指示

大きなベタで色調整が難しい 凸の圧胴の調子が悪い
カンプ原稿で刷色を合わる

止めたり回転を上げるとアタリがズレる
注文内容 130・100の厚紙両面印刷

量が多い 構造

小さい残紙を沢山使う場合 普通ｲﾝｷは調整しないと汚れる
ガイドローラーに減感インキが付着

作業方法 設備

印刷中にインキが乳
化、刷色が薄くなっ

　
　
Ｔ
Ｏ
Ｓ
　
損
紙
の
発
生

湿し水量絞り過ぎ、
上げ忘れで地汚れ

原稿の色が
作りにくい

セットに難しい商品

メンテナ
ンス不足

計算間違いで多く製品をとった
ナンバー位置合わせ

色
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② システム概要図 

 

 

 

 

 

 

（図Ⅱ３－３）
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（図Ⅱ３－４）
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④ 印刷現場での設置状況 

作

業 
改善前 改善後 

 特に作業はありません。 

 

 

 

 

 

入庫したロール紙にＩＣタグを貼りつけます。

 

 

 

パソコンのキーボードから手入力していまし

た。 

 

 

 

 

 

ＩＣタグ付き社員カードをＩＣタグリーダに

かざし、作業者の登録をします。 

 バーコードリーダを使って、作業指示書１枚ご

とに何度も登録作業が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

作業指示書をＩＣタグリーダにかざせば、１度

に登録が完了する。 

 印刷作業開始。 

 

 

 

 

 

 

印刷中。 

 

 

ロール紙の残量をメジャーで寸測し、手計算す

るため正確の測定できなかった。 

 

 

 

 

 

 

ロール紙に取り付けたＩＣタグから、使用量を

自動的に計算しシステムに送信する。 

 残紙を倉庫に戻す。 

 

 

 

 

 

次の使用時まで倉庫で待機。 

（ＩＣタグが付いた 

ので、すぐに必要な 

紙を探し出すことが 

できる） 

（写真Ⅲ３－１）

ＩＣタグ 

社員カード 

ＩＣタグリーダ

バーコードリーダ 

ＩＣタグ 

a.
ロ
ー
ル
紙
搬
入 

b.
作
業
者
登
録

ｃ.
作
業
指
示
書
登
録

d.
作
業
開
始
・
終
了

f.
ロ
ー
ル
紙
格
納 

e.
紙
使
用
量
確
認
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ハ．ＩＣタグを活用した生涯現役支援システム

の概要 

① システムの機能 

【勤怠管理・人事管理システム】 

・ 入口か職場においてＩC タグ社員カード

で出社登録する。→勤怠管理システムへ

伝送、前日までの残業時間を月単位で更

新する。 

・ 長時間残業警告し、希望残業時間を越え

ての残業は、上司の指示がなければでき

ない。 

・ 退社時出口か職場においてＩC タグ社員

カードで退社登録する。 

・ 目標管理の進捗状況入力。上司が逐次コ

メントする。 

・ 半年毎に結果を自己評価、上司評価を行

い、昇給･賞与へ反映する。 

・ 印刷塾、やるき応援団の参加状況管理も

行う。 

 

【コミュニケーション管理システム】 

・ 電子メールを活用した迅速、確実な連絡

体制を構築する。 

・ 役職や職場、印刷塾、やるき応援団ごと

にメーリングリストや掲示板を活用しコ

ミュニケーションの促進を図る。 

・ 賃金制度、退職金制度、人事考課制度の

閲覧ができる。 

 
② 生涯現役支援システム概要図 
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③ 職業能力開発体系・人事考課制度・やるき応援団等を支援するシステム機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 出退勤や残業等の管理を支援するシステム機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図Ⅱ３－７）

（図Ⅱ３－８）
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【ＩＣタグ社員カードを使った出退勤の登録方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「おはようございます！」 

出勤したら、ＩＣタグ社員カード

を身につけます。 

ＩＣタグ社員カードの情報を読

み取り、登録するＩＣタグリーダ

ーです。 

ＩＣタグ社員カードをＩＣタグ

リーダーにかざせば登録終了で

す。 

（写真Ⅲ３－２）
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Ⅲ．まとめ 

 

  １
．

取
り
組
み
概

要
と
成
果

 

                           

取
り
組
み
前

 
取
り
組
み
内
容

 
取
り
組
み
成
果

 

・
 高

齢
化
の
進
展

 
・
 景

気
回
復
に
伴
う
労
働
力
不
足

 
・
 印

刷
業
界
の
過
当
競
争

 
  ・
 長

時
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勤
務
が
常
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化

 
・
 コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
十
分

 
・
 健

康
面
の
不
安
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拡
大
に
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す
る
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究

 

・
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務
分
析
と
職
務
要
件
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書
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・
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業
の
標
準
化
、
技
能
評
価
、
教
育

 

  ・
 印

刷
塾
の
導
入

 

・
 マ

イ
ス
タ
ー
制
度
の
導
入
 

・
 や

る
気
応
援
団
制
度
の
導
入

 

・
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事
制
度
の
確
立

 

取
り
組
み
の
方
向
性

 

高
齢
と
な
っ
て
も
信
頼
さ
れ
、
頼
り
に
さ
れ
る

生
涯
現
役
支
援
シ
ス
テ
ム
を
構
築

 

会
社
の
方
針

 
社
員
一
人
ひ
と
り
の
技
を
、
社
員
に
働
く
意
志

が
あ
る
限
り
、
大
切
に
し
て
い
き
た
い

 
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
使
っ
た
工
程
管
理

 

健
康
管
理
に
関
す
る
研
究
 

・
 印

刷
業
に
適
し
た

I
C
タ
グ
の
選
定
と
導
入

 

・
 自

社
に

適
し
た

セ
ル

フ
メ
デ

ィ
ケ

ー
シ
ョ

ン

シ
ス
テ
ム
研
究
 

＋

職
域
拡
大
に
関
す
る
研
究

 

・
 作

業
の

標
準

化
等

に
伴

う
多

能
工

化
の

実

施
に
よ
る
長
時
間
勤
務
の
解
消

 

・
 高

齢
者
継
続
雇
用
制
度
の
充
実

 

・
 印

刷
塾
等
の
導
入
に
よ
る
職
場
活
性
化
 

・
 人

事
制

度
の

確
立

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー

シ
ョ
ン
の
円
滑
化

 

Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
使
っ
た
工
程
管
理

 

健
康
管
理
に
関
す
る
研
究
 

・
 コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
へ

の
登

録
作

業
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簡
単

と

な
り
高
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者
の
職
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拡
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紙
、
残
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の
削
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に
よ
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環
境
影
響
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の
軽
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・
 積

極
的
な
健
康
管
理
の
実
践

 

＋

（
図
Ⅲ
－

1）
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．

改
善

案
の

効
果
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定
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（
数

値
目

標
・

成
果

物
）

 
Ｋ
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Ｉ
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り
組

み
内

容
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現

時
点

の
効

果
 

1
年

後
の

効
果

 

全
 

 
体
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な
情
報
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開
と
職
場
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善
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現
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度
の
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業
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、
多

能
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進
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勤
務

の
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業
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の
減
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分

の
仕

事
や

役
割

を
常

に
考

え
見

直
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勢
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。
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の
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者
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の
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す
る
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①
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業
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系

の
構

築
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析
と
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要
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業
の
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準

化
 

作
業

の
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準
化

の
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。

 

②
 

職
業

能
力

開
発
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の
構

築
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事
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化
 

作
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化

等
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能
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の

解
消

 

→
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フ

ト
Ｗ

Ｇ
 

③
　
意

識
改

革
と

継
続

的
な

能
力

開
発

制

度
の

確
立

 

・
マ

イ
ス

タ
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制
度
・
印

刷
塾
・
や

る
気

応

援
団

制
度

の
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入
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刷

塾
等

の
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職
場

活
性

化
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IC
タ

グ
を

使
っ

た
工

程
管

理
、

健
康

管
理

に
関

す
る
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究

 

①
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タ

グ
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使
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た
工

程
管

理
の

実
践
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印
刷
業

に
適

し
た

Ｉ
Ｃ

タ
グ
の

選
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と
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・
Ｉ
Ｃ
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管
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程
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デ
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収
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工
場

内
モ
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タ
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に

よ
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安
全
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保
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Ｗ

Ｇ
 

②
 

損
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・
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Ⅲ
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２
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３．研究成果の総括 

 本研究においては、全従業員を対象に実施

をした「生涯現役職場作り調査」を起点に、 

○ 職域拡大に関する研究 

○ IC タグを使った工程管理、健康管理に関す

る研究 

など、全社を挙げて様々な取り組みを展開し

てきた。 

 前頁にあるように、多くの具体的な効果は

これからであるが、本取り組みをきっかけと

して、高齢者を含めた一人ひとりの従業員が、

自分の仕事や役割を常に考え見直す姿勢が生

まれたことは、大きな成果であった。 

 また、本研究のテーマは、働く意思と仕事

能力のある人が、誇りと自信を持って可能な

限り働き続けることができる「生涯現役職場

の創出」であった。このテーマに対しても、

会社として自信を持って、現在の継続雇用制

度をさらに強化する目途をつけることができ

たことは大きい。 

 企業は激しい外部環境の変化に対応して、

常に経営の革新を図らなければ生き残ってい

けない。こうした視点から、今回取り組みを

おこなった 

・ ソフト面での「職域拡大に関する研究」 

・ ハード面での「IC タグを使った工程管理、

健康管理に関する研究」 

は、全従業員に対して新たな視点での意識改

革と生産性の向上を促し、競争力を強化する

取り組みの一環として不可欠のものである。 

 上記の本取り組みの成果が、高齢者の作業

負担の軽減を図り、高齢化に対応した職務再

設計や人事考課制度や能力開発・教育訓練、

健康管理の事例として高齢者の継続雇用や雇

用の安定に資する事例であることを自負する

ものである。 

 

４．研究成果を更に活かすために 

本共同研究において実施したアンケート

において「赤坂印刷の生産性や付加価値を高

めるために必要なこと」を質問した。 

これに対して「新商品開発、新事業の開拓」

や「各部門の連携強化」、「管理職の能力向上」、

「従業員の教育訓練」、「トップのリーダーシ

ップ」などの回答があった。また「赤坂印刷

にとって最も必要なことに対し、あなたはど

のように行動すべきか」の質問に対して、「印

刷事故などクレーム品を出さない」、「営業

部・製造部、役職・一般の社員の連携」、「コ

スト削減」といった業務上解決すべきこと、

そして「若手を育てる環境や管理職の能力向

上」など人材育成面、「長時間勤務の改善」な

どの多くの建設的な回答があった。 

 現在、赤坂印刷は大変立派な業績を上げて

おり、更なる発展をしていくために、アンケ

ートで寄せられた従業員の声、本調査研究の

内容を活かし、従業員が本音で語り合え、個々

の職場を創造性を持って変革していただきた

い。 

 健康は一日にして成らず！ 

健康は、日々の食事と運動、明るい心を持

って過ごすことの積み重ねである。 

高齢者が職場で頼りにされ、全従業員が会

社へ来たくて仕方がない企業、そして全従業

員が活き活き、溌剌として働く職場作りに取

り組まれることを期待するものである。 

202




